
一

は
じ
め
に

日
本
語
は
、
複
数
の
文
字
体
系
を
用
い
る
こ
と
、
正
書
法
を
持
た
な
い
こ

と
か
ら
、
語
表
記
の
ゆ
れ
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
語
表
記
の
ゆ
れ
の
実

態
、
例
え
ば
、
語
表
記
の
ゆ
れ
が
ど
の
程
度
見
ら
れ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な

語
群
に
語
表
記
の
ゆ
れ
が
多
い
の
か
（
反
対
に
、
語
表
記
の
ゆ
れ
が
少
な
い

の
か
）
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
〇
年
代
、
一
九
九
〇
年
代
発

行
の
雑
誌
や
、
一
九
六
〇
年
代
発
行
の
新
聞
を
対
象
と
し
た
計
量
的
な
面
か

ら
の
調
査
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
後
、
よ
り
現
在
に
近
い
時
期
を
対
象
と
し

（
�
）

た
調
査
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
現
代
日
本
語
に
お
け
る
語

表
記
の
ゆ
れ
の
実
態
は
、
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状

況
に
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
小
椋
（
二
〇
一
二
）
で
は
『
現
代
日
本
語（�）

書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』（
以
下
、B

C
C

W
J

と
す
る
。）
の
コ
ア
デ
ー
タ

を
資
料
と
し
て
語
表
記
の
ゆ
れ
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
。
小
椋
（
二
〇
一

二
）
で
は
、
和
語
に
語
表
記
の
ゆ
れ
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
、
和
語
の
中
で

も
動
詞
が
語
表
記
の
ゆ
れ
の
割
合
の
高
い
語
群
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
さ
ら
に
動
詞
を
対
象
に
、
ど
の
よ
う
な
ゆ
れ
の
類
型
が
あ
る
の
か
も
調

査
し
、
漢
字
と
平
仮
名
の
対
立
に
よ
る
ゆ
れ
（
例：

「
合
う
│
あ
う
」）
が
最

も
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
漢
字
と
平
仮
名
の
対
立
に
よ
る
ゆ
れ
は
、
語
表

記
に
ゆ
れ
の
あ
る
単
純
動
詞
の
約
七
割
に
、
同
じ
く
複
合
動
詞
の
約
八
割
に

見
ら
れ
た
。

小
椋
（
二
〇
一
二
）
は
、
現
代
を
対
象
と
し
た
、
共
時
的
な
視
点
か
ら
の

調
査
で
あ
る
。
し
か
し
、
終
戦
か
ら
現
代
ま
で
の
間
に
、
漢
字
政
策
の
改

定
、
情
報
機
器
の
普
及
な
ど
、
書
き
言
葉
を
め
ぐ
る
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
語
表
記
の
ゆ
れ
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
と
予
想
さ

れ
る
。
共
時
的
な
視
点
か
ら
の
調
査
だ
け
で
な
く
、
経
年
変
化
も
明
ら
か
に

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
い
え
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
語
表
記
の
ゆ
れ
が
多
く
見
ら
れ
る
語
群
で
あ
る
複
合

動
詞
を
取
り
上
げ
、B

C
C

W
J

に
収
録
さ
れ
た
レ
ジ
ス
タ
ー
の
う
ち
、
一
九

八
六
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
の
二
〇
年
の
年
代
幅
を
持
つ
図
書
館
・
書
籍
を
資

複
合
動
詞
後
項
の
表
記
の
経
年
変
化

│
│B

C
C

W
J

を
資
料
と
し
て
│
│

小

椋

秀

樹
一



料
と
し
て
語
表
記
の
ゆ
れ
の
経
年
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
。

以
下
、
二
節
で
本
稿
の
目
的
を
述
べ
る
。
続
い
て
三
節
で
今
回
の
調
査
対

象
と
す
る
統
語
的
複
合
動
詞
の
後
項
動
詞
の
範
囲
、
調
査
資
料
と
す
る
レ
ジ

ス
タ
ー
、
調
査
方
法
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
四
節
で
調
査
結
果
を
報
告
す

る
。
最
後
に
五
節
で
本
稿
を
ま
と
め
る
。
な
お
本
稿
で
は
、
語
の
表
記
を
示

す
際
に
は
「
出
す
」「
だ
す
」
の
よ
う
に
鍵
括
弧
を
付
け
、
語
を
示
す
際
に

は
《
ダ
ス
》
の
よ
う
に
語
を
片
仮
名
で
表
記
し
た
上
で
二
重
山
括
弧
を
付
け

る
。
ま
た
語
を
特
定
し
や
す
く
す
る
た
め
に
《
ア
ウ
（
合
）》
の
よ
う
に
漢

字
を
丸
括
弧
に
入
れ
て
示
す
場
合
が
あ
る
。

二

目
的

動
詞
＋
動
詞
型
の
複
合
動
詞
は
、
後
項
動
詞
の
意
味
・
機
能
に
よ
っ
て
、

語
彙
的
複
合
動
詞
（
例：

「
洗
い
落
と
す
」「
放
り
投
げ
る
」）
と
統
語
的
複

合
動
詞
（
例：

「
降
り
出
す
」「
扱
い
兼
ね
る
」）
の
二
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。

語
彙
的
複
合
動
詞
は
、
後
項
動
詞
が
元
の
語
彙
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

一
方
、
統
語
的
複
合
動
詞
は
後
項
動
詞
が
文
法
的
な
意
味
を
担
っ
て
い
る
。

小
椋
（
二
〇
一
二
）
は
短
単
位
を
用
い
た
調
査
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
い

う
複
合
動
詞
と
は
語
彙
的
複
合
動
詞
を
指
し
て
い
る
。
短
単
位
で
は
、
最
小

単
位
二
つ
か
ら
成
る
語
彙
的
複
合
動
詞
は
「
／
食
べ
歩
く
／
」「
／
走
り
回

る
／
」
の
よ
う
に
一
短
単
位
と
す
る
が
、
統
語
的
複
合
動
詞
は
「
／
降
り
／

出
す
／
」「
／
調
べ
／
尽
く
す
／
」
の
よ
う
に
前
項
動
詞
、
後
項
動
詞
を
そ

（
�
）

れ
ぞ
れ
一
短
単
位
と
す
る
。
そ
の
た
め
小
椋
（
二
〇
一
二
）
で
は
、
統
語
的

複
合
動
詞
を
構
成
す
る
前
項
動
詞
、
後
項
動
詞
を
単
純
動
詞
と
し
て
集
計
し

て
し
ま
っ
て
い
る
。
統
語
的
複
合
動
詞
に
つ
い
て
も
、
語
彙
的
複
合
動
詞
と

同
様
に
漢
字
と
平
仮
名
の
対
立
に
よ
る
語
表
記
の
ゆ
れ
が
多
く
見
ら
れ
る
の

か
否
か
実
態
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、「
洗
い
落
と
す
」「
放
り
投
げ
る
」「
降
り
出
す
」「
扱
い
兼
ね

る
」
の
よ
う
な
複
合
動
詞
を
書
き
表
す
際
、
後
項
動
詞
を
平
仮
名
書
き
に
し

た
表
記
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
特
に
「
…
出
す
」（「
…
し
始
め
る
」
の

意
）「
…
兼
ね
る
」（「
…
し
に
く
い
」
の
意
）
の
よ
う
な
統
語
的
複
合
動
詞

の
後
項
動
詞
は
、
元
の
動
詞
が
持
つ
実
質
的
意
味
を
失
っ
て
い
る
た
め
、
漢

字
で
書
く
こ
と
に
違
和
感
を
持
つ
人
も
い
る
よ
う
で
あ
る
。

統
語
的
複
合
動
詞
の
後
項
動
詞
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
表
記
辞
典
を
見
る

と
、
常
用
漢
字
で
表
記
で
き
て
も
、
一
般
的
な
表
記
と
し
て
平
仮
名
表
記
を

挙
げ
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
白
石
、
野
元
、
高
田
（
二
〇
一
〇
）
に

は
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

か
ね
る

か
ね
る
、
兼
ね
る

例

申
し
上
げ
か
ね
る
、
母
の
帰
り

を
待
ち
か
ね
る

す
ぎ
る

…
…
す
ぎ
る
、
…
…
過
ぎ
る

例

考
え
す
ぎ
る
、
食
べ

す
ぎ
る
、
飲
み
す
ぎ
る
、
気
に
し
す
ぎ
る

だ
す

…
…
だ
す
、
…
…
出
す

例

雪
が
降
り
だ
す
、
勉
強
を
や

り
だ
す
、
笑
い
だ
す

白
石
、
野
元
、
高
田
（
二
〇
一
〇：

二
）
は
、「
常
用
漢
字
・
現
代
仮
名

二



遣
い
・
送
り
仮
名
の
付
け
方
を
原
則
と
す
る
、
一
般
的
と
考
え
ら
れ
る
書
き

表
し
方
を
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
示
し
」
て
い
る
。
右
の
例
で
は
、
常
用
漢
字

「
兼
」「
過
」「
出
」
に
よ
る
表
記
で
は
な
く
、
平
仮
名
表
記
を
「
一
般
的
と

考
え
ら
れ
る
書
き
表
し
方
」
と
し
て
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う

な
基
準
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
意
味
で
も
、
統
語
的
複
合
動
詞
の
表
記
の
実

態
、
特
に
後
項
動
詞
を
漢
字
表
記
に
す
る
か
、
仮
名
表
記
に
す
る
か
に
つ
い

て
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
前
節
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
終
戦
か

ら
現
代
ま
で
の
間
の
書
き
言
葉
を
め
ぐ
る
環
境
の
変
化
か
ら
、
表
記
の
ゆ
れ

に
変
化
が
見
ら
れ
る
の
か
否
か
も
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
はB

C
C

W
J

を
資
料
と
し
て
、
複
合
動
詞
の

う
ち
統
語
的
複
合
動
詞
を
取
り
上
げ
、
特
に
そ
の
後
項
動
詞
に
着
目
し
て
、

計
量
的
な
面
か
ら
表
記
の
ゆ
れ
と
、
そ
の
経
年
変
化
を
調
査
す
る
こ
と
と
す

る
。
な
お
本
稿
で
は
、
小
椋
（
二
〇
一
二
）
の
結
果
を
踏
ま
え
、
漢
字
と
平

仮
名
の
対
立
に
よ
る
ゆ
れ
の
み
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
送
り
仮
名
の
対
立
に
よ
る
ゆ
れ
や
仮
名
遣
い
の
対
立
に
よ
る
ゆ
れ
な
ど

は
取
り
上
げ
な
い
。

三

調
査
対
象
・
資
料
・
方
法

三
・
一

調
査
対
象

統
語
的
複
合
動
詞
の
特
徴
の
一
つ
に
後
項
動
詞
が
限
定
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
統
語
的
複
合
動
詞
の
後
項
動
詞
と
し
て
、
影
山
（
一
九

九
三：

九
六
）
で
は
《
カ
ケ
ル
（
掛
）》《
ダ
ス
》《
ハ
ジ
メ
ル
》
な
ど
二
七

語
を
挙
げ
て
お
り
、
姫
野
（
一
九
九
九：

一
九
）
で
は
、
更
に
《
カ
カ
ル

（
掛
）》《
ハ
テ
ル
》《
ソ
コ
ネ
ル
》
の
三
語
を
加
え
て
い
る
。

短
単
位
で
は
、
統
語
的
複
合
動
詞
の
後
項
動
詞
を
付
属
要
素
（
接
尾
的
要

素
）
と
し
て
扱
い
、「
／
降
り
／
出
す
／
」「
／
調
べ
／
尽
く
す
／
」
の
よ
う

に
前
項
動
詞
と
結
合
さ
せ
ず
に
単
独
で
一
短
単
位
と
す
る
の
を
原
則
と
し
て

（
�
）

い
る
。

た
だ
し
例
外
も
あ
り
、
影
山
（
一
九
九
三
）、
姫
野
（
一
九
九
九
）
で
示

さ
れ
た
三
〇
語
全
て
を
付
属
要
素
（
接
尾
的
要
素
）
と
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。B

C
C

W
J

に
お
け
る
出
現
状
況
か
ら
造
語
力
が
高
い
と
判
定
し
な
か

っ
た
も
の
、
単
位
認
定
が
難
し
い
と
判
断
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
付
属
要

素
（
接
尾
的
要
素
）
と
は
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
該
当
す
る
の
は
、《
ア
ウ

（
合
）》《
ア
キ
ル
》《
カ
ケ
ル
》《
カ
カ
ル
》《
ノ
コ
ス
》《
ア
ヤ
マ
ル
（
誤
）》

《
ナ
オ
ス
（
直
）》
の
七
語
で
あ
る
。

一
方
、
影
山
（
一
九
九
三
）、
姫
野
（
一
九
九
九
）
で
統
語
的
複
合
動
詞

の
後
項
動
詞
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
語
で
あ
っ
て
も
、B

C
C

W
J

に
お

け
る
出
現
状
況
、
単
位
の
統
一
性
な
ど
か
ら
付
属
要
素
（
接
尾
的
要
素
）
に

加
え
た
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、《
サ
ス
（
止
）》《
ハ
テ
ル
》
な
ど
七
語
で

あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
調
査
対
象
と
す
る
語
は
、
影
山
（
一

九
九
三
）、
姫
野
（
一
九
九
九
）
と
若
干
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
本
稿
で

調
査
対
象
と
し
た
の
は
、
次
の
三
〇
語
で
あ
る
。

Ａ：

影
山
（
一
九
九
三
）、
姫
野
（
一
九
九
九
）
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
語

複
合
動
詞
後
項
の
表
記
の
経
年
変
化

三



ア
グ
ネ
ル（
あ
ぐ
ね
る
）
エ
ル
（
得
る
）

オ
エ
ル
（
終
え
る
）

オ
ク
レ
ル
（
遅
れ
る
）
オ
ワ
ル
（
終
わ
る
）
カ
ネ
ル
（
兼
ね
る
）

キ
ル
（
切
る
）

コ
ナ
ス
（
熟
す
）

ス
ギ
ル
（
過
ぎ
る
）

ソ
コ
ナ
ウ
（
損
な
う
）
ソ
コ
ネ
ル（
損
ね
る
）
ソ
ビ
レ
ル（
そ
び
れ
る
）

ソ
ン
ズ
ル
（
損
ず
る
）
ダ
ス
（
出
す
）

ツ
ク
ス
（
尽
く
す
）

ツ
ケ
ル
（
付
け
る
）

ツ
ヅ
ケ
ル
（
続
け
る
）ト
オ
ス
（
通
す
）

ナ
レ
ル
（
慣
れ
る
）

ヌ
ク
（
抜
く
）

ハ
ジ
メ
ル
（
始
め
る
）

マ
ク
ル
（
捲
る
）

ワ
ス
レ
ル
（
忘
れ
る
）

Ｂ：

影
山
（
一
九
九
三
）、
姫
野
（
一
九
九
九
）
に
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
語

オ
オ
セ
ル
（
果
せ
る
）
カ
ワ
ス
（
交
わ
す
）
サ
ス
（
止
す
）

ツ
ヅ
ク
（
続
く
）

ハ
タ
ス
（
果
た
す
）
ハ
テ
ル
（
果
て
る
）

ワ
タ
ル
（
渡
る
）

本
稿
で
は
、
影
山
（
一
九
九
三
）、
姫
野
（
一
九
九
九
）
で
統
語
的
複
合

動
詞
の
後
項
動
詞
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
語
も
合
わ
せ
て
調
査
対
象
と

す
る
こ
と
か
ら
、
以
下
、
右
の
三
〇
語
を
後
項
動
詞
と
す
る
複
合
動
詞
を
、

統
語
的
複
合
動
詞
等
と
呼
ぶ
。

三
・
二

資
料

B
C

C
W

J

の
レ
ジ
ス
タ
ー
の
う
ち
、
一
定
の
年
代
幅
を
持
ち
、
経
年
変
化

を
見
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
と
し
て
、
図
書
館
・
書
籍
（
一
九
八
六
〜
二
〇

〇
五
年
）、
特
定
目
的
・
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
（
一
九
七
一
〜
二
〇
〇
五
年
）、
同

・
白
書
、
同
・
法
律
、
同
・
国
会
会
議
録
（
以
上
、
一
九
七
六
〜
二
〇
〇
五

年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
特
定
目
的
・
白
書
、
同
・
法
律
、
同
・

国
会
会
議
録
は
公
文
書
で
あ
り
、
国
が
定
め
た
表
記
の
基
準
に
従
っ
て
書
か

れ
て
い
る
。
白
書
・
法
律
に
は
用
語
の
基
準
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
レ
ジ
ス
タ

ー
に
つ
い
て
は
、
仮
に
経
年
変
化
が
見
ら
れ
た
と
し
て
も
、
表
記
や
用
語
の

基
準
の
改
定
に
よ
る
も
の
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
な
ど
、
一
般
社
会
に
お
け

る
表
記
の
変
化
を
見
る
に
は
不
向
き
と
い
え
る
。
特
定
目
的
・
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
は
、
多
く
の
人
々
に
読
ま
れ
た
も
の
と
し
て
重
要
な
レ
ジ
ス
タ
ー
で
は
あ

る
が
、
延
べ
語
数
が
約
三
七
〇
万
語
と
、
デ
ー
タ
規
模
の
面
で
問
題
が
あ

る
。以

上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
、
資
料
と
し
て
図
書
館
・
書
籍
を

用
い
る
こ
と
と
し
た
。
図
書
館
・
書
籍
で
は
、
東
京
都
内
の
一
三
自
治
体
以

上
に
共
通
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
書
籍
を
母
集
団
と
し
て
サ
ン
プ
ル
を
抽
出

し
て
い
る
。
書
き
言
葉
の
流
通
と
い
う
側
面
に
着
目
し
た
も
の
で
、
よ
り
多

く
の
人
に
読
ま
れ
た
（
と
考
え
ら
れ
る
）
書
き
言
葉
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

図
書
館
・
書
籍
は
、
全
体
で
延
べ
約
三
〇
〇
〇
万
語
と
大
規
模
な
デ
ー
タ
で

あ
る
。
五
年
ご
と
に
区
切
っ
た
場
合
、
最
も
語
数
の
少
な
い
一
九
八
六
〜
一

九
九
〇
年
で
延
べ
約
四
八
〇
万
語
、
最
も
語
数
の
多
い
二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇

五
年
で
延
べ
約
八
八
〇
万
語
と
、
経
年
変
化
を
見
る
の
に
も
十
分
な
規
模
の

デ
ー
タ
と
い
え
る
。

三
・
三

方
法

用
例
の
収
集
に
当
た
っ
て
は
、
短
単
位
デ
ー
タ
一
・
〇
・
〇
を
対
象
に
、

『
中
納
言
』
一
・
一
・
〇
に
よ
り
、
次
の
検
索
条
件
式
で
検
索
し
た
（
例
と

四



し
て
《
カ
ネ
ル
》
の
検
索
条
件
式
を
示
す
。）。

キ

ー

：
語
彙
素
＝＂
兼
ね
る＂

A
N

D
前
方
共
起
：

（品
詞

L
IK

E＂動
詞
％＂

A
N

D
活
用
形

L
IK

E＂連
用
形
％＂

）ON
1

W
O

R
D

S
FR

O
M
キ

ー

IN

（registerN
am

e＝＂図
書
館
・
書
籍
＂

A
N

D
core＝＂

false＂

）W
IT

H
O

P-

T
IO

N
S

unit＝＂
1＂

A
N

D
tglW

ords＝＂
10＂

A
N

D
lim

itT
oSelfSen-

tence＝＂
0＂

A
N

D
endO

fL
ine＝＂

C
R

L
F＂

A
N

D
tglK

ugiri＝＂│＂
A

N
D

encoding＝＂
U

T
F-8＂

A
N

D
tglFixV

ariable＝＂
2＂

本
稿
は
、
漢
字
と
平
仮
名
の
対
立
に
よ
る
語
表
記
の
ゆ
れ
の
実
態
を
把
握

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
児
童
向
け
の
書
籍
の
用
例
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
児
童
向
け

の
書
籍
の
表
記
に
は
、
平
仮
名
が
多
用
さ
れ
て
お
り
、
児
童
向
け
の
書
籍
に

多
く
使
わ
れ
て
い
る
語
は
、
平
仮
名
表
記
の
割
合
が
高
く
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
そ
の
た
め
児
童
向
け
の
書
籍
の
用
例
を
除
外
す
る
必
要
が
あ
る
。

児
童
向
け
の
書
籍
の
用
例
を
除
外
す
る
た
め
に
、B

C
C

W
J

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に

（
�
）

格
納
さ
れ
て
い
る
書
誌
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
た
。
書
誌
情
報
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
で
は
、
書
籍
の
ジ
ャ
ン
ル
情
報
の
一
つ
と
し
て
Ｃ
コ
ー
ド
（
図
書

分
類
コ
ー
ド
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
コ
ー
ド
は
四
桁
の
数
値
で
、
左
か

ら
一
桁
目
が
対
象
読
者
を
示
す
「
販
売
対
象
コ
ー
ド
」
で
あ
る
。
児
童
向
け

の
書
籍
は
、
こ
の
一
桁
目
が
「
８
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
Ｃ
コ
ー
ド
の
情

報
を
使
っ
て
児
童
向
け
の
書
籍
の
用
例
を
除
外
し
た
。

具
体
的
に
は
、
各
後
項
動
詞
の
検
索
結
果
を
統
合
し
た
後
、
関
係
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
イ
ン
ポ
ー
ト
し
た
。
次
に
サ
ン
プ
ル
ID
ベ
ー
ス
書
誌
情
報
デ
ー
タ

（Joinud_info.txt

）
を
関
係
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
イ
ン
ポ
ー
ト
し
、
サ
ン
プ
ル

ID
で
検
索
結
果
と
関
係
付
け
て
、
検
索
結
果
に
Ｃ
コ
ー
ド
の
情
報
を
付
与

し
、
児
童
向
け
の
書
籍
の
用
例
を
除
外
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

四

調
査
結
果

四
・
一

後
項
動
詞
の
表
記
の
ゆ
れ

本
節
で
は
、
後
項
動
詞
の
表
記
の
実
態
に
つ
い
て
、
漢
字
表
記
、
平
仮
名

表
記
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
程
度
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
見
て
い
く
こ
と
と
す

る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
図
書
館
・
書
籍
は
、
出
版
年
で
二
〇
年
の
幅
を
持

つ
レ
ジ
ス
タ
ー
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
つ
の
共
時
態
と
見
な
し
て
（
年
代

幅
を
無
視
し
て
）
調
査
す
る
。

三
〇
語
の
後
項
動
詞
に
つ
い
て
、
漢
字
表
記
、
平
仮
名
表
記
が
そ
れ
ぞ
れ

ど
の
程
度
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
、
表
１
に
ま
と
め
た
。
表
１
で
は
、
後
項

動
詞
を
度
数
順
に
配
列
し
た
上
で
、
漢
字
表
記
、
平
仮
名
表
記
の
度
数
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
表
記
が
語
の
度
数
全
体
に
占
め
る
割
合
と
を
示
し
た
（「
漢
字
」

「
平
仮
名
」
の
各
欄
）。
表
記
に
ゆ
れ
の
見
ら
れ
る
語
の
中
に
は
、
漢
字
表

記
、
平
仮
名
表
記
の
い
ず
れ
か
に
集
中
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、

《
カ
ネ
ル
》《
コ
ナ
ス
》
は
平
仮
名
表
記
が
九
割
を
超
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、

ゆ
れ
の
程
度
に
応
じ
た
分
類
を
試
み
、
種
別
欄
に
示
し
た
。
ゆ
れ
の
見
ら
れ

な
い
語
を
「
固
定
」、
一
方
の
表
記
が
八
割
以
上
を
占
め
て
い
る
語
を
「
独

（
�
）

占
」、
そ
れ
以
外
を
「
ゆ
れ
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
。

複
合
動
詞
後
項
の
表
記
の
経
年
変
化

五



表
１
を
見
る
と
、「
ゆ
れ
」
に
属
す
る
語
は
高
頻
度
層
に
多
く
、「
独
占
」

「
固
定
」
に
属
す
る
語
は
中
頻
度
層
・
低
頻
度
層
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

た
だ
し
生
起
頻
度
が
低
い
と
、
偏
り
が
生
じ
る
た
め
、「
独
占
」「
固
定
」
と

頻
度
と
の
関
係
は
当
然
の
結
果
と
言
え
る
。
そ
こ
で
以
下
、
度
数
四
〇
〇
以

表 1 後項動詞の表記
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上
を
高
頻
度
と
見
な
し
、
高
頻
度
の
語
群
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
す

る
。度

数
四
〇
〇
以
上
の
語
は
、《
ハ
ジ
メ
ル
》《
ツ
ヅ
ケ
ル
》《
エ
ル
》
な
ど

一
二
語
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、「
ゆ
れ
」
に
属
す
る
の
は
九
語
、「
独
占
」
に

属
す
る
の
は
三
語
で
あ
る
。
よ
く
使
わ
れ
る
語
ほ
ど
、
表
記
に
ゆ
れ
が
生
じ

る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
宮
島
（
一
九
九
七：

一
〇
〇
）
で
も
、「
度

数
順
に
み
る
と
、
当
然
度
数
一
の
も
の
に
は
ゆ
れ
が
な
く
、
度
数
の
た
か
い

も
の
ほ
ど
、
こ
れ
が
お
お
い
」
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
統
語
的
複
合

動
詞
等
の
後
項
動
詞
に
限
定
し
た
調
査
で
は
あ
る
が
、
宮
島
（
一
九
九
七
）

と
同
様
の
傾
向
が
確
認
で
き
た
。

「
ゆ
れ
」
に
属
す
る
九
語
の
う
ち
、
漢
字
表
記
の
割
合
が
高
い
語
は
《
ツ

ヅ
ケ
ル
》《
ダ
ス
》《
ツ
ク
ス
》《
ハ
テ
ル
》
の
四
語
で
、
平
仮
名
表
記
の
割

合
が
高
い
語
は
《
ハ
ジ
メ
ル
》《
エ
ル
》《
キ
ル
》《
ス
ギ
ル
》《
ワ
タ
ル
》
の

五
語
で
あ
る
。「
独
占
」
に
属
す
る
語
の
う
ち
、
漢
字
表
記
に
集
中
す
る
語

は
《
オ
エ
ル
》《
オ
ワ
ル
》、
平
仮
名
表
記
に
集
中
す
る
語
は
《
カ
ネ
ル
》
で

あ
る
。

四
・
二

後
項
動
詞
の
表
記
の
経
年
変
化

本
節
で
は
、
後
項
動
詞
の
表
記
に
つ
い
て
、
漢
字
表
記
、
平
仮
名
表
記
の

割
合
に
経
年
変
化
が
あ
る
の
か
を
見
て
い
く
。

ま
ず
、
出
版
年
代
別
の
経
年
変
化
を
見
て
い
く
。
図
１
に
、
出
版
年
代
別

に
後
項
動
詞
の
漢
字
表
記
、
仮
名
表
記
の
割
合
を
示
し
た
。
こ
の
図
で
は
、

出
版
年
が
一
九
八
六
〜
一
九
八
九
年
の
も
の
を
八
〇
年
代
後
半
、
一
九
九
〇

図 1 後項動詞の表記の変化（出版年代）

複
合
動
詞
後
項
の
表
記
の
経
年
変
化

七



〜
一
九
九
四
年
の
も
の
を
九
〇
年
代
前
半
、
一
九
九
五
〜
一
九
九
九
年
の
も

の
を
九
〇
年
代
後
半
、
二
〇
〇
〇
〜
二
〇
〇
五
年
の
も
の
を
二
〇
〇
〇
年
代

と
、
四
つ
の
年
代
に
区
分
し
た
。
語
別
に
漢
字
表
記
、
平
仮
名
表
記
の
割
合

を
算
出
す
る
の
で
は
な
く
、
年
代
ご
と
に
全
て
の
語
の
漢
字
表
記
、
平
仮
名

表
記
の
度
数
を
合
計
し
た
上
で
、
漢
字
表
記
、
平
仮
名
表
記
の
割
合
を
算
出

し
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
際
、
度
数
一
〇
〇
以
下
の
低
頻
度
の
語
群
を
除
外

し
て
集
計
し
た
。

図
１
を
見
る
と
、
年
代
が
下
る
に
し
た
が
っ
て
、
徐
々
に
漢
字
表
記
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
図
１
の
用
例
数
を
基
に
漢
字
表
記

の
割
合
を
求
め
る
と
、
八
〇
年
代
後
半
は
四
二
・
〇
％
で
あ
っ
た
が
、
九
〇

年
代
前
半
は
四
四
・
四
％
、
九
〇
年
代
後
半
は
四
五
・
一
％
、
二
〇
〇
〇
年

代
は
四
九
・
一
％
と
な
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
、
漢
字
表
記
が
平
仮
名
表

記
と
拮
抗
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
著
者
の
生
年
代
別
の
経
年
変
化
を
見
て
い
く
。
図
２
に
、
著
者
の

生
年
代
別
に
後
項
動
詞
の
漢
字
表
記
、
仮
名
表
記
の
割
合
を
示
し
た
。
図
１

と
同
様
に
、
年
代
ご
と
に
全
て
の
語
の
度
数
を
合
計
し
た
上
で
、
漢
字
表

記
、
平
仮
名
表
記
の
割
合
を
算
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
著
者
が
複
数
の

サ
ン
プ
ル
の
用
例
は
集
計
の
対
象
外
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
語
の
度
数
の
合

計
が
三
〇
〇
以
上
の
年
代
を
図
に
示
し
た
。

図
２
を
見
る
と
、
一
八
九
〇
年
代
生
ま
れ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
一
九
一
〇
年

代
生
ま
れ
の
グ
ル
ー
プ
ま
で
、
漢
字
表
記
の
割
合
が
低
下
す
る
が
、
そ
の
後

は
一
九
七
〇
年
代
生
ま
れ
の
グ
ル
ー
プ
ま
で
漢
字
表
記
の
割
合
が
増
加
傾
向

に
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
以
降
の
グ
ル
ー
プ
は
、
一
九
五
〇
年
代
生
ま
れ
の

図 2 後項動詞の表記の変化（著者生年代）
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グ
ル
ー
プ
が
五
一
・
五
％
、
一
九
六
〇
年
代
生
ま
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
五
一
・

九
％
、
一
九
七
〇
年
代
生
ま
れ
の
グ
ル
ー
プ
は
六
五
・
一
％
と
、
い
ず
れ
も

漢
字
表
記
が
過
半
数
を
占
め
て
い
る
。
た
だ
し
一
九
七
〇
年
代
生
ま
れ
の
グ

ル
ー
プ
は
、
全
体
の
度
数
が
四
一
六
と
少
な
い
た
め
、
慎
重
に
見
る
必
要
は

あ
ろ
う
。
と
は
言
え
、
度
数
が
二
〇
〇
〇
を
超
え
る
一
九
五
〇
年
代
、
一
九

六
〇
年
代
生
ま
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
漢
字
表
記
の
割
合
が
五
割
を
超
え
て
お

り
、
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
指
摘
で
き
る
。

四
・
三

考
察

四
・
三
・
一

表
記
の
ゆ
れ
に
つ
い
て

図
書
館
・
書
籍
を
一
つ
の
共
時
態
と
見
な
し
た
上
で
、
度
数
四
〇
〇
以
上

の
高
頻
度
語
（
一
二
語
）
を
対
象
に
表
記
の
ゆ
れ
の
実
態
を
見
た
。
度
数
二

〇
〇
〇
以
上
の
五
語
は
全
て
「
ゆ
れ
」
に
属
し
て
お
り
、
高
頻
度
語
ほ
ど
表

記
に
ゆ
れ
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
表
記
に
ゆ
れ
が
見
ら
れ
る
と
い
っ
て
も
、
漢
字
表
記
の
割
合

が
高
い
語
も
あ
れ
ば
、
平
仮
名
表
記
の
割
合
が
高
い
語
も
あ
る
。「
ゆ
れ
」

に
属
す
る
語
だ
け
で
な
く
、「
独
占
」
に
属
す
る
語
も
含
め
る
と
、
漢
字
表

記
の
割
合
が
高
い
の
は
《
ツ
ヅ
ケ
ル
》《
ダ
ス
》《
ツ
ク
ス
》《
ハ
テ
ル
》《
オ

エ
ル
》《
オ
ワ
ル
》
で
、
平
仮
名
表
記
の
割
合
が
高
い
の
は
《
ハ
ジ
メ
ル
》

《
エ
ル
》《
キ
ル
》《
ス
ギ
ル
》《
ワ
タ
ル
》《
カ
ネ
ル
》
で
あ
る
。
漢
字
表
記
、

平
仮
名
表
記
の
ど
ち
ら
が
よ
り
選
択
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
意
味
の
問
題

が
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

統
語
的
複
合
動
詞
等
の
後
項
動
詞
は
、
姫
野
（
一
九
九
九：

二
八
）
が

「
接
尾
辞
的
複
合
動
詞
」
と
呼
ぶ
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
意
味
が
希

薄
化
し
、
格
関
係
も
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
、
補
助
的
な
役
割
を
担
う
語
と
な

っ
て
い
る
。
例
え
ば
、《
ダ
ス
》《
エ
ル
》《
キ
ル
》《
カ
ネ
ル
》
と
い
っ
た
語

は
、
元
の
動
詞
の
意
味
が
か
な
り
希
薄
化
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、

そ
の
一
方
で
、《
ツ
ヅ
ケ
ル
》《
オ
エ
ル
》《
オ
ワ
ル
》《
ハ
ジ
メ
ル
》
は
、
意

味
が
希
薄
化
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、《
ダ
ス
》
な
ど
よ
り
は
、
そ
の
度
合

い
が
薄
い
語
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
意
味
の
面
か
ら
見
る
と
、
平
仮
名
表
記
の
割
合
が
高
い
の
は

《
エ
ル
》《
キ
ル
》《
ワ
タ
ル
》《
カ
ネ
ル
》
の
よ
う
に
意
味
が
希
薄
化
し
た
語

で
あ
り
、
漢
字
表
記
の
割
合
が
高
い
の
は
《
ツ
ヅ
ケ
ル
》《
オ
エ
ル
》《
オ
ワ

ル
》
の
よ
う
に
意
味
の
希
薄
化
の
度
合
い
の
薄
い
語
で
あ
る
と
い
う
傾
向
を

指
摘
で
き
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
漢
字
表
記
の
割
合
が
高
い
語
の
中
に
も

《
ダ
ス
》
の
よ
う
な
語
が
あ
り
、
一
方
、
平
仮
名
表
記
の
割
合
が
高
い
語
の

中
に
も
《
ハ
ジ
メ
ル
》
の
よ
う
な
語
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
表
記
の
選
択
に
関

し
て
意
味
の
面
か
ら
だ
け
で
説
明
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
他
に
も
漢
字

の
な
じ
み
度
の
よ
う
な
も
の
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
今

後
、
様
々
な
観
点
か
ら
考
察
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

四
・
三
・
二

経
年
変
化
に
つ
い
て

統
語
的
複
合
動
詞
等
の
後
項
動
詞
の
表
記
に
つ
い
て
、
出
版
年
代
別
、
著

者
生
年
代
別
の
調
査
結
果
を
見
る
と
、
漢
字
表
記
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ

る
。
こ
の
変
化
の
要
因
と
し
て
は
、
漢
字
政
策
の
改
定
、
書
記
環
境
の
変
化

が
挙
げ
ら
れ
る
。

漢
字
政
策
に
つ
い
て
注
意
し
た
い
の
は
、
漢
字
表
が
改
定
さ
れ
る
た
び
に

複
合
動
詞
後
項
の
表
記
の
経
年
変
化

九



訓
の
追
加
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
見
て
い
く

と
、
当
用
漢
字
音
訓
表
（
一
九
四
八
年
、
内
閣
告
示
第
二
号
、
同
訓
令
第
二

号
）
に
は
一
一
一
六
の
訓
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
一
九
七
三
年
に

改
定
さ
れ
た
当
用
漢
字
音
訓
表
（
内
閣
告
示
第
一
号
、
同
訓
令
第
一
号
）
で

は
一
三
八
七
に
、
常
用
漢
字
表
（
一
九
八
一
年
、
内
閣
告
示
第
一
号
、
同
訓

令
第
一
号
）
で
は
一
九
〇
〇
に
増
え
た
。
二
〇
一
〇
年
に
改
定
さ
れ
た
現
在

の
常
用
漢
字
表
（
内
閣
告
示
第
二
号
、
同
訓
令
第
一
号
）
で
は
二
〇
三
六
に

（
�
）

増
え
て
い
る
。

漢
字
政
策
の
改
定
（
字
種
の
追
加
削
除
、
音
訓
の
追
加
削
除
）
は
、
漢
字

使
用
の
実
態
を
踏
ま
え
て
行
わ
れ
る
。
新
し
い
漢
字
表
に
訓
が
追
加
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
訓
（
和
語
）
が
平
仮
名
表
記
で
は
な
く
漢
字
表
記
さ

れ
る
傾
向
に
あ
る
（
若
し
く
は
漢
字
表
記
が
定
着
し
て
い
る
）
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
漢
字
表
に
訓
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
漢
字
表
記
が

一
層
増
加
し
て
い
く
こ
と
も
あ
ろ
う
。

当
用
漢
字
表
の
漢
字
選
定
の
目
安
に
「
訓
だ
け
の
も
の
も
し
く
は
、
お
も

に
訓
だ
け
を
使
う
も
の
は
省
く
」（
文
部
省
一
九
五
三：

二
）
と
い
う
項
目

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
終
戦
後
の
漢
字
政
策
で
は
、
漢
字
制
限
の
立
場
か
ら
、

和
語
は
基
本
的
に
平
仮
名
表
記
で
よ
い
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
後
、
右
に
見
た
よ
う
に
訓
の
追
加
が
行
わ
れ
て
お
り
、
常
用

漢
字
表
で
は
「
異
字
同
訓
は
な
る
べ
く
避
け
る
が
、
漢
字
の
使
い
分
け
の
で

き
る
も
の
及
び
漢
字
で
書
く
習
慣
の
強
い
も
の
は
取
り
上
げ
る
。」（
文
化
庁

一
九
八
二：

一
四
五
）
と
い
う
字
種
選
定
の
方
針
が
示
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

終
戦
後
の
国
語
改
革
に
お
け
る
和
語
は
平
仮
名
書
き
と
い
う
考
え
は
定
着
せ

ず
、
和
語
の
漢
字
表
記
が
増
加
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
改
定
常
用
漢
字
表
（
二
〇
一
〇
年
二
月
、
文
化
審
議
会
答
申
）

に
お
い
て
、「
情
報
機
器
に
よ
る
漢
字
使
用
が
一
般
化
し
、
社
会
生
活
で
目

に
す
る
漢
字
の
量
が
確
実
に
増
え
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
」（（
三
）
頁
）
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
近
年
、
情
報
機
器
の
普
及
と
い
う
書
記
環
境
の

変
化
に
伴
っ
て
、
漢
字
が
多
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
今
回
調

査
し
た
図
書
館
・
書
籍
は
、
一
九
八
一
年
の
常
用
漢
字
表
（
内
閣
告
示
第
一

号
・
同
訓
令
第
一
号
）
の
実
施
か
ら
二
〇
一
〇
年
の
改
定
ま
で
の
二
九
年
間

の
う
ち
、
二
〇
年
を
カ
バ
ー
す
る
レ
ジ
ス
タ
ー
で
あ
り
、
ま
さ
に
情
報
機
器

が
普
及
し
て
い
く
時
期
に
当
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
漢
字
政
策
の
改
定
に
よ
り
和
語
を
漢
字
表
記
す
る
と
い

う
方
向
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
、
情
報
機
器
の
普
及
に
よ
る
漢
字
の
多

用
化
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
ら
二
つ
の
言
語
外
的
要
因
が
、
統
語
的
複
合
動
詞

等
の
後
項
動
詞
の
漢
字
表
記
を
増
加
さ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五

終
わ
り
に

本
稿
で
は
、B

C
C

W
J

の
図
書
館
・
書
籍
を
資
料
と
し
て
、
統
語
的
複
合

動
詞
等
の
後
項
動
詞
の
表
記
の
ゆ
れ
、
特
に
漢
字
と
仮
名
の
対
立
に
よ
る
語

表
記
の
ゆ
れ
に
つ
い
て
実
態
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
高
頻
度
語
ほ

ど
、
表
記
に
ゆ
れ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
、
出
版
年
別
の
経
年
調
査
、
著
者
の

生
年
代
別
の
経
年
調
査
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
年
代
が
下
る
に
し
た
が
っ

て
、
漢
字
表
記
の
割
合
が
高
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
今
回
は
後

一
〇



項
動
詞
の
表
記
の
み
の
調
査
で
は
あ
っ
た
が
、
調
査
結
果
を
見
る
と
、
統
語

的
複
合
動
詞
は
、
語
彙
的
複
合
動
詞
と
同
様
、
語
表
記
に
ゆ
れ
が
多
い
と
言

え
よ
う
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
ま
ず
語
別
に
経
年
変
化
を
見
て
い
く
こ
と
も
必

要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
単
純
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
場
合
の
表
記
に
つ

い
て
も
調
べ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
漢
字
表
記
の
増
加
傾
向
の

要
因
と
し
て
、
情
報
機
器
の
普
及
を
挙
げ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
状
況
証

拠
に
と
ど
ま
る
と
い
う
見
方
も
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
特
定
目
的
・
知
恵

袋
、
特
定
目
的
・
ブ
ロ
グ
と
い
う
ウ
ェ
ブ
デ
ー
タ
を
対
象
と
し
た
調
査
も
必

要
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

な
お
、
二
節
で
取
り
上
げ
た
《
カ
ネ
ル
》《
ス
ギ
ル
》《
ダ
ス
》
の
表
記
の

基
準
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
結
果
か
ら
い
え
ば
、《
カ
ネ
ル
》《
ス
ギ
ル
》
は

平
仮
名
表
記
を
一
般
的
な
表
記
と
す
る
の
は
妥
当
で
あ
る
。
し
か
し
《
ダ

ス
》
に
つ
い
て
は
、
漢
字
表
記
が
約
五
四
％
、
平
仮
名
表
記
が
約
四
六
％
で

ゆ
れ
て
お
り
、
本
稿
の
結
果
か
ら
は
、
ど
ち
ら
が
一
般
的
か
決
め
る
こ
と
は

難
し
い
。
表
記
の
基
準
を
考
え
る
た
め
に
も
、
本
稿
の
よ
う
な
実
態
調
査
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

注（
１
）
語
表
記
の
ゆ
れ
に
関
す
る
実
態
調
査
と
し
て
は
、
次
の
三
つ
が
挙

げ
ら
れ
る
。

宮
島
達
夫
（
一
九
九
七
）：

一
九
五
六
年
発
行
雑
誌
九
〇
種
の

調
査

国
立
国
語
研
究
所
（
一
九
八
三
）：

一
九
六
六
年
発
行
朝
日
・

毎
日
・
読
売
三
紙
の
調
査

国
立
国
語
研
究
所
（
二
〇
〇
六
）：

一
九
九
四
年
発
行
雑
誌
七

〇
誌
の
調
査

（
２
）

B
C

C
W

J

の
設
計
等
に
つ
い
て
は
、
前
川
（
二
〇
〇
八
）、
山
崎

（
二
〇
一
一
）
を
参
照
。

（
３
）
短
単
位
の
認
定
基
準
の
う
ち
和
語
の
動
詞
に
つ
い
て
は
、
小
椋
、

小
磯
、
冨
士
池
（
二
〇
一
一：

二
九
）
を
参
照
。

（
４
）
付
属
要
素
、
及
び
短
単
位
の
認
定
に
お
け
る
付
属
要
素
の
扱
い
に

つ
い
て
は
、
小
椋
、
小
磯
、
冨
士
池
（
二
〇
一
一：

三
三
、（
三
八
）

〜（
五
五
））
を
参
照
。

（
５
）
書
誌
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
丸
山
、
中
村
（
二
〇
一

一
）
を
参
照
。

（
６
）
こ
の
三
区
分
は
、
一
九
五
六
年
発
行
の
雑
誌
九
〇
種
を
対
象
に
、

語
表
記
の
ゆ
れ
を
調
査
し
た
宮
島
（
一
九
九
七
）
を
参
考
に
し
た
も

の
で
あ
る
。
た
だ
し
宮
島
（
一
九
九
七
）
は
、「
独
占
」
を
「
特
定

の
形
式
が
九
割
以
上
を
し
め
て
い
る
も
の
」（
一
〇
三
頁
）
と
し
て

お
り
、
本
稿
と
異
な
る
。

（
７
）
当
用
漢
字
音
訓
表
（
一
九
四
八
年
、
一
九
七
三
年
）
の
訓
数
は
文

化
庁
（
二
〇
〇
五：

三
〇
五
、
五
七
〇
）
に
、
常
用
漢
字
表
（
一
九

八
一
年
）
の
訓
数
は
前
田
、
阿
辻
編
（
二
〇
〇
九：

二
六
三
）
に
よ

る
。
常
用
漢
字
表
（
二
〇
一
〇
年
）
の
訓
数
は
筆
者
が
集
計
し
た
。

複
合
動
詞
後
項
の
表
記
の
経
年
変
化

一
一
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澤
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（
二
〇
〇
五
）『
国
語
施
策
百
年
史
』、
ぎ
ょ
う
せ
い

前
川
喜
久
雄
（
二
〇
〇
八
）「K

O
T

O
N

O
H

A

『
現
代
日
本
語
書
き
言
葉

均
衡
コ
ー
パ
ス
』
の
開
発
」、『
日
本
語
の
研
究
』（
四
）
一
、
八
二

〜
九
五
頁

前
田
富
祺
、
阿
辻
哲
次
編
（
二
〇
〇
九
）『
漢
字
キ
ー
ワ
ー
ド
事
典
』、
朝

倉
書
店

丸
山
岳
彦
、
中
村
武
範
（
二
〇
一
一
）「
第
８
章

書
誌
情
報
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
」、
国
立
国
語
研
究
所
コ
ー
パ
ス
開
発
セ
ン
タ
ー
『『
現
代
日
本

語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』
利
用
の
手
引
き
』
第
一
・
〇
版
、
一

一
七
〜
一
五
二
頁

宮
島
達
夫
（
一
九
九
七
）「
雑
誌
九
十
種
表
記
表
の
統
計
」、『
日
本
語
科

学
』
一
、
九
二
〜
一
〇
三
頁

文
部
省
（
一
九
五
三
）『
国
語
問
題
問
答
』、
光
風
出
版

山
崎
誠
（
二
〇
一
一
）「
第
二
章
『
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ

ス
』
の
設
計
」、
国
立
国
語
研
究
所
コ
ー
パ
ス
開
発
セ
ン
タ
ー
『『
現

代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』
利
用
の
手
引
き
』
第
一
・
〇

版
、
一
三
〜
二
〇
頁

（
お
ぐ
ら
・
ひ
で
き

本
学
教
授
）

一
二


